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図表1：アジアリート市場の推移（現地通貨ベース）

図表4：時価総額(浮動株ベース）の推移

アジアリート市場（シンガポール・香港・マレーシア）の動向
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図表3：シンガポールリートのセクター別推移

出所）図表1～4はＳ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

※各国リートはＳ＆Ｐ各国リート指数を使用（いずれも配当込み）

【 現地通貨ベース・配当込み（2021年1月） 】

図表2：アジアリート市場のパフォーマンス

（参考）【 円ベース・配当込み（2021年1月） 】

 2021年1月のアジアリート市場(現地通貨ベース、配当込み)（前月末比）は、高安まちまちとなりま
した。シンガポールは、ＵＲＡ（都市再開発庁）が発表した2020年10～12月期のオフィス賃料が前
年同期比1.7％減と、マイナス幅が前期の同4.2％減から縮小したこと等が好感され、1.8％上昇しま
した。大手オフィスリートの2020年12月期決算が市場予想を上回ったことも支援材料となりました。
香港は、2020年11月下旬に始まった新型コロナウイルスの感染「第４波」の拡大が続き、活動制限
措置が延長されたことが嫌気されて3.8％下落しました。マレーシアも、感染拡大で首都圏等を対象
とする活動制限措置が延長されたことが重荷となり、3.0％下落しました【図表1、2、8】。

 1月のシンガポールリートの主要4セクター(現地通貨ベース、配当込み)（前月末比）は、すべて上昇
しました。ヘルスケアが6.5％値上がりし、上昇率トップとなりました【図表3】。

 1月末の時価総額は前月とほぼ同水準となりました【図表4】。
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図表5：主要国リートのイールドスプレッド

図表8：新型コロナウイルス1日当り新規感染者数

図表6：アジアリートのＰＢＲ（※）推移

図表7： 香港の小売り売上高や外国人観光客数
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出所）図表5、7、8はブルームバーグ、図表6はＳ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

（※）株価純資産倍率（株価/純資産）：一般的に、1倍割れは株価
が割安な水準にあるとされる

（注）配当利回りはS&P各国リート指数ベース
（日本は不動産証券化協会のデータを使用）

 2021年2月のアジアリートは、シンガポールと香港が上昇する一方、新型コロナウイルスの感染拡
大が続くマレーシアは軟調な展開になるものと思われます。

 シンガポール：新型コロナウイルスの感染抑制による活動制限措置の緩和や、1月下旬から開始され
た新型コロナウイルスワクチンの接種普及による経済活動の正常化で、景気が回復傾向を強めるとの
見方を背景に、シンガポールリートは続伸するものと思われます。1月に発表された主要銘柄の
2020年12月期の決算が、市場予想ほど悪化しておらず、業績の先行きに対する警戒感が後退すると
考えられることもシンガポールリートの上昇を後押ししそうです。

 香港：2月に入り、新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向となっています【図表8】。香港
政府は9日、感染状況が今より悪化しなければ、春節（旧正月）の連休明け後に活動制限措置を緩和
する方針を示しました。経済活動の正常化による個人消費の回復期待が、時価総額の約8割（2021
年1月末時点）を商業施設リートが占める香港リートの上昇をけん引するものと思われます。2月下
旬発表予定の2021年度（2021年4月～22年3月）予算案に対する期待感も支援材料になるものと見
ています。

 マレーシア：活動制限措置が2月18日まで再延長され、感染状況によっては更に延長される可能性も
あり、景気回復が遅れるとの懸念が重荷になるものと思われます。

0.5

0.8

1.0

1.3

1.5

1.8

2.0

2011/9 2014/9 2017/9 2020/9

シンガポール 香港 マレーシア

（年/月）

（倍） データ期間：2011年9月末～2021年1月末（月次）

-120

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

2014/1 2016/1 2018/1 2020/1

小売り売上高（前年同月比）

外国人観光客数（前年同月比）

データ期間：2014年1月末～2020年12月末（月次）

（年/月）

（%）

0

250

500

750

1,000

1,250

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2020/4 2020/7 2020/10 2021/1

マレーシア（左軸）
シンガポール（右軸）
香港（右軸）

データ期間：2020年4月1日～2021年2月4日（日次）

（年/月）

（人）

※7日間平均

（人）
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